Ⅱ　結　果　の　概　要

１　小学校

　学校数は、国立１校、市立47校の総数48校となっています。児童数は22,737人で前年度に比べ264人減少しています。（Ⅲ 第２表）
　男女の内訳は、男が11,726人となり前年度に比べ118人の減少、女は11,011人で前年度に比べ146人減少する結果となりました。
また、学級数は901学級で、前年度より13学級増加しました。１学級当たり25.2人となりました。（Ⅲ 第２表）
　教員数は、本務者1,272人、兼務者236人で、前年度に比べ本務者は20人、兼務者は４人それぞれ増加しています。
　また、本務教員１人当たりの児童数は17.9人となりました。（Ⅲ 第２表）

　特別支援学級の数は169学級で、前年度より９学級増加し、学級数は過去最多となりました。学級数の内訳は知的障害が57学級、肢体不自由が15学級、病弱身体虚弱が12学級、弱視が１学級、難聴が６学級、言語障害が10学級、情緒障害が68学級となりました。特別支援学級の児童数は652人で、内訳は情緒障害が最も多く334人（構成比51.2％）、次いで知的障害が265人（同40.6％）となっています。前年度に比べると、情緒障害の児童数は34人増加、知的障害の児童数は33人増加しました。（Ⅲ 第３表）
２　中学校

　学校数は国立１校、市立20校、私立２校の総数23校となっています。生徒数は、11,311人で、前年度に比べ111人増加しました。（Ⅲ 第５表）
また、学級数は388学級で前年度より11学級増加しました。１学級当たり29.2人となりました。（Ⅲ第５表）
　教員数は、本務者734人、兼務者130人で、前年度に比べ本務者は17人、兼務者は１人それぞれ増加しています。
また、本務教員１人当たりの生徒数は15.4人となりました。（Ⅲ 第５表）
　特別支援学級の学級数は68学級で、前年度より11学級増加し、学級数は過去最多となりました。学級数の内訳は知的障害が25学級、肢体不自由が３学級、病弱身体虚弱が４学級、弱視が３学級、難聴が４学級、情緒障害が29学級となりました。特別支援学級の生徒数は258人で内訳は情緒障害が最も多く132人（構成比51.2％）、次いで知的障害が109人（同42.2％）となっています。前年度に比べると、情緒障害の児童数は28人増加、知的障害の児童数は14人増加しました。（Ⅲ 第６表）
３　高等学校

　学校数は県立７校、私立４校の総数11校となっています。生徒数は11,471人で、前年度に比べ48人減少しました。（Ⅲ 第８表）
　また、教員数は本務者717人、兼務者291人、前年度に比べ本務者は４人、兼務者は２人それぞれ減少しています。本務教員１人当たりの生徒数は16.0人となりました。（Ⅲ 第８表）
４　幼稚園

　幼稚園数は、私立22園で園児数は4,657人となっています。（Ⅲ 第11表）
　また、学級数は195学級となっています。（Ⅲ 第11表）
　教員数は、本務者284人、兼務者143人で、前年度に比べ本務者は７人増加、兼務者は６人減少しています。本務教員1人当たりの園児数は16.4人となりました。（Ⅲ 第11表）
５　幼保連携型認定こども園
　　平成29年度から市立幼稚園が幼保連携型認定こども園に移行しました。
　　こども園数は３園で園児数は412人となっています。（Ⅲ 第13表）
　　教育・保育職員数は、本務者64人で本務教育・保育職員数１人当たりの園児数は6.4人となりました。（Ⅲ 第13表）
６　卒業後の状況

  　中学校では、高等学校進学者は3,588人、うち男1,820人（構成比50.7％）、女1,768人（同49.3％）となりました。高等学校等進学率は98.3％、就職率は0.3％となっています。（Ⅲ 第17表）
　高等学校では、大学等進学者2,194人で、うち男1,055人（構成比48.1％）、女1,139人（同51.9％）となりました。就職者は904人で、うち男570人（構成比63.1％）、女334人（同36.9％）となりました。大学等進学率は57.6％、就職率は23.8％となりました。（Ⅲ 第19表）
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